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である｡ 各薬剤の指定濃度は No.1-N0.3を5倍希釈溶液,N0.4を 1.8%とした｡




耐候操作ならびに抗菌操作は規定された方法に準拠したが,その回数 お よび腐 朽 日数 は
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供試菌および培養基は前項と同様としたが,木材片は正常なるブナ ･マツ･スギ各 辺 材 よ
り,1×1×2cm の二万柾に作製した｡ 木材片をかかる形状にした理由は重量減少量と同時に
圧縮強度を測定し,結果を評価せんとしたためである｡薬剤の種類が6種であるため,他の条
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Fig.2.Signi丘cantFac丘torsonTestI.ByWeightLoss
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には効力うすく,N0.4は P.versicolor にも強く,N0.6は P.vaporaria に効力うす










(1) 本実験は実験計画法の直交配列にもとづいて,防腐効力試験をおこなったわ けで あ る
が,防腐薬剤の比較が客観性のある立場で判断出来る上に,他の関係因子の影響力も正確
に把握しうる｡
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methodwith WeatherMeter. In thetestI,丘Veexperimentalfactorswerecon一
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